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細胞膜において様々な情報伝達のプラ

ットホームとして機能している脂質ラフ

トは、ゲル相と液晶相の中間的な性質を持

った秩序液体相(Lo 相)をとっており、液晶

相をとる周囲(Ld 相）の膜とは分離して存

在する。スフィンゴミエリン(SM, Fig 1)は

細胞膜上の脂質ラフトの主成分であり、生

体膜のモデル膜の作製にコレステロール

(Cho)とともにしばしば用いられる。 

脂質ラフトの提案がなされて以来、この

２成分に Ld 相を主に形成する低融点脂質

(例えば DOPC)を加えた３成分系がモデル

膜として重用されてきた。これらの混合膜は、細胞膜のラフト部分(Lo 相)と非ラフト部分（Ld

相）をある程度再現すると考えられおり、細胞膜上のラフトの膜物性を推定する根拠を提供

してきた。我々は、この単純化モデル膜を用いて比較的固い Lo 相の物性発現に関わる分子の

形と分子間の相互作用について研究を行ってきた。講演では、それらの実験結果もとにラフ

トにおけるスフィンゴ脂質の相互作用について述べる。まず、SM と Cho が Lo 相を形成する

原因については、従来から両者の間に特異的で強い分子間相互作用が存在することを前提に

して説明されることが多かった。膜表面の SM 頭部の下に Cho が潜り込む所謂アンブレラ効

果がよく知られている。われわれは、主に有機合成化学と固体ＮＭＲ測定によって、SM とそ

の誘導体(ジヒドロ体や立体異性体など)を含む Lo 相を詳しく調べた。その結果、SM-Cho の相

互作用は特に頭部では特異的ではなく、SM-SM 頭部の相互作用が Lo 相の形成に重要である

との実験結果を得ている。特に SM のアミド部分の分子間水素結合は多数の SM 分子を連結す

ることができる SM 独特の相互作用であり、PC などのグリセロリン脂質との差異を際立たせ

る原因と考えられる。Lo 相における SM の分子描像として、SM はほぼ純粋で微小なドメイ

ン（ナノドメイン）を作り、そのドメインの間隙を Cho や DOPC が埋めているという仮説を

立てている。このモデルによって、Lo 相としての脂質ラフトのより深い理解と、それをもと

にした生体膜での脂質分布の制御や改変が可能になることを期待している。 

Fig.1 本研究で用いた Lo/Ld モデル膜を形成する脂質 
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